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６

月
５

日
(金

)泉
崎

第
一

小
学

校
と

泉
崎

第
二

小
学

校
の

６
年

生
が

天
栄

村
に

あ
る

　
６

月
５

日
(金

)泉
崎

第
一

小
学

校
と

泉
崎

第
二

小
学

校
の

６
年

生
が

天
栄

村
に

あ
る

ブ
リ

テ
ィ

ッ
シ

ュ
・

ヒ
ル

ズ
に

て
、

異
文

化
体

験
学

習
を

実
施

し
ま

し
た

。
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
ヒ

ル
ズ

に
て

、
異

文
化

体
験

学
習

を
実

施
し

ま
し

た
。



暮
ら
し
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
や

館
内
の
調
度
品
な
ど
を
目
の
前

に
文
化
の
違
い
を
感
じ
、
遠
い

異
国
の
地
へ
思
い
を
募
ら
せ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
師
に
よ
る
英
会

話
の
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
、
日
常

的
な
会
話
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や

活
動
を
通
し
て
ク
ラ
ス
の
仲
間

と
英
語
で
質
問
し
合
う
な
ど
、

英
語
を
話
す
こ
と
へ
の
意
欲
を

高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的

な
お
菓
子
で
あ
る
ス
コ
ー
ン
を

作
る
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
英
語
で

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
お
い
し
い
ス

コ
ー
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

昼
食
は
、
英
国
式
の
素
敵
な

レ
ス
ト
ラ
ン
会
場
で
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
を
意
識
し
な
が
ら
、
洋

食
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
終
了
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
か
れ
、
一
人
ひ
と
り

に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
る
と
、

児
童
は
、
「T

h
a
n

k
 y

o
u

!

」
と

大
き
な
声
で
お
互
い
に
感
謝
の

言
葉
を
か
け
合
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
英
語
に
触
れ
た
一
日

で
し
た
が
、
疲
れ
た
様
子
も
見

せ
ず
笑
顔
で
体
験
学
習
を
終
え

ま
し
た
。

　

６
月
５
日
㈮
二
小
の
目
黒
公

三
校
長
を
派
遣
団
長
と
し
て
、

一
小
、
二
小
の
６
年
生
と
引
率

者
、
合
わ
せ
て
40
名
が
、
天
栄

村
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル

ズ
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
自
然

環
境
の
豊
か
な
場
所
で
、
子
ど

も
た
ち
が
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル
ズ
（
イ
ギ

リ
ス
文
化
環
境
研
修
施
設
）
に

お
け
る
、
生
き
た
異
文
化
体
験

活
動
を
通
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
す
。

　

６
月
４
日
㈭
事
前
研
修
会
が

二
小
で
開
か
れ
、団
長
か
ら
「
英

語
と
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
を
学
び
、

ル
ー
ル
を
守
り
楽
し
も
う
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
児
童
は
「
一
小
、

二
小
の
仲
間
が
協
力
し
て
素
晴

ら
し
い
体
験
学
習
に
す
る
」「
異

文
化
の
様
子
を
学
び
な
が
ら
今

ま
で
学
習
し
て
き
た
英
語
を
使

う
」
な
ど
目
標
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。

　

当
日
、
施
設
に
到
着
す
る
と

外
国
人
講
師
が
児
童
を
出
迎
え
、

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
後
、
講
師
の
案
内

で
グ
ル
ー
プ
毎
に
館
内
を
見
学

し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
貴
族
の

小
学
生
異
文
化
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

笑顔で楽しむ児童テーブルマナーを学ぶランチ

積極的にゲームに参加館内を見学する児童ジェスチャーゲームの様子

楽しく学習中スコーン作りを体験する児童
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マイナンバーカードのお手続きには予約が必要です 問住民生活課　☎５３・２１１２

　マイナンバーカードに関係するすべてのお手続き（受け取り、電子証明書の更新、新規作成、暗証番号の再設定、

ロックの解除、保険証との紐づけ等）には必ず予約が必要です。窓口の混雑緩和と待ち時間短縮のため、ご理解

とご協力をお願いいたします。

◆予約の可能な日程

　（平日）　　９：００～１２：００

　　　　　１３：００～１６：３０

　※平日延長窓口や日曜休日窓口の一部日程に限り、マイナンバーカードのお手続きが可能です。

　　最新の日程については泉崎村公式ホームページ、又はお電話にてお問い合わせください。

◆予約方法

　・泉崎村公式LINE、又はお電話にて承ります。

　　→LINE ID「＠izumizaki」で検索

　　→泉崎村役場　住民生活課　☎０２４８－５３－２１１２

　ご予約の際に、手続き内容・人数・来庁日時を確認いたします。あらかじめご準備ください。

後期高齢者医療制度のお知らせ 問住民生活課　☎５３・２１１２

　現在お持ちの「資格確認書（オレンジ色）」の有効期限は令和８年７月３１日までとなっています。

　令和８年８月１日時点で、８５歳以上の方及び８４歳以下の方で「マイナ保険証」を持っていない方には手続

き不要で７月末までに「資格確認書（ピンク色）」を交付します。なお、「資格確認書（ピンク色）」の有効期限は

令和９年７月３１日までです。

　令和８年８月１日時点で、８４歳以下の方で「マイナ保険証」を持っている方には、手続き不要で７月末までに「資

格情報のお知らせ」を交付します。

　「マイナ保険証」を利用している方は、引き続き「マイナ保険証」をご利用ください。「マイナ保険証」での受

診が難しくなった等の場合は、申請手続きにより「資格確認書」を交付しますので、お住まいの市町村の後期高

齢者医療制度担当窓口で申請してください。

　令和８年８月１日以降、医療機関等を受診する際は、「マイナ保険証」又は「資格確認書」をご提示ください。「資

格情報のお知らせ」だけでは、医療機関等で受診することができません。ご注意ください。

　期限の切れた「資格確認書」は、お住まいの市町村の後期高齢者医療制度担当窓口へ返却いただくかご自身で

破棄してください。ご自身で破棄する場合は、個人情報に留意の上、裁断等により確実に破棄してください。

　５月１７日（日）踏瀬字長峯地内の田んぼ（草野様所有）にて、「愛郷の輝き交流事業」田植え体験が行われ、

天王台・八雲ニュータウンの住民の方々など３５名が参加しました。

　参加者の皆さんは、泥に足を取られながらも１本１本丁寧に酒米「夢の香」の苗を植え、田植え後は昼食を

囲みながら住民相互の交流を深めました。

　今回植えた苗は、秋の稲刈り体験を通じて収穫され、有賀醸造（資）にて日本酒を醸造し、１２月には泉崎

村の地酒「愛郷の輝き」が完成する予定です。

「愛郷の輝き交流事業」田植え体験を実施
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泉崎村木造住宅耐震診断制度のご案内 問建設水道課　☎５３・２１１４

　泉崎村木造住宅耐震診断者派遣制度は、木造住宅の所有者で耐震診断を希望する方に、木造住宅耐震診断士を
派遣する制度です。
　建築士事務所に所属し、福島県木造住宅耐震者名簿に登録された建築士が診断を行います。
　設計図等を基に現地調査を行い、どの部分が地震に弱いのか、倒壊する可能性の有無等について一般診断を行
います。
　また、診断結果、耐震基準に適合していない場合は耐震改修計画（耐震壁の位置、耐震改修工事費の概算等）
を作成します。
◆対象となる木造住宅
　次のすべてに該当する住宅
　・昭和５６年５月３１日以前に着工されたもの
　・所有者が自ら居住する住宅（併用住宅の場合は住宅部分の床面積が延べ面積の２分の１以上のもの）であること
　・構造が、従来軸組工法、伝統的構法又は枠組壁工法であり、地上階数が３以下のもの
　・過去にこの制度による耐震診断を受けたことがないもの
◆申込受付期間
　７月１日（水）～８月３１日（月）
◆費用
　個人負担額・・・木造住宅１戸当たり６,０００円
　※村税等を滞納している方は申し込みできません。詳しくは建設水道課までお問い合わせください。

水道メーターの検針にご協力ください 問建設水道課　☎５３・２１１４

　泉崎村ではお客様が使用した水量を量り、水道料金を算出するため、奇数月に検針員が水道メーターの検針に
お伺いしています。正確な水量の検針を行うため、以下のようにご協力お願いします。
◆メーターボックスの上には車、物等を置かないようにする。
　ボックスのふたを開けられず、検針ができない場合があります。

×× 〇〇

　メーターボックスの上に物が置か
れていたり、飼い犬が放し飼いに
なっていたりすると検針が行えず、
泉崎村水道事業給水条例に基づき認
定水量となり、本来の水量以上の料
金がかかってしまう場合があります
ので、ご協力をお願いします。

◆飼い犬は水道メーターから離れたところにつなぐ。

　検針員がメーターに近づくことができずに、検針ができない場合

があります。
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「地域とともに」ある学校【泉崎二小】
　今年度、泉崎第二小学校は全校児童１２９名でスタートしました。４月からの２か月あまりで、どの学

年も地域の方から教えていただいたり、ふれあったりする機会がたくさんありました。

　１・２年生は、学校の畑でさつまいもの苗植えの仕方を教

えていただきました。３年生は、村役場の見学で、箭内村長

をはじめ役場の皆さんにお話をいただきました。４年生は、

烏峠を案内していただいたり、カレーをふるまっていただい

たりしました。５年生は、田植えの仕方を教えていただきな

がら、実際に田植えをしました。６年生は、村内に残る様々

な史跡を案内していただきました。その他にも、登下校の見守りをしてくださっているスクラム応援隊・

見守り隊の方々と顔合わせをしたり、読み聞かせや学習ボラ

ンティアでご支援いただいたりと、本当にたくさんの地域の

方々に支えられながら、日々の教育活動を行っています。

　これらの活動を通して、子どもたちは、教員の話や教科書

などの資料だけでは学べない「生きた知識」を地域の方々か

ら学ぶとともに、地域のみんなで自分たちを守ってくれてい

るんだという実感を得ています。これだけ地域の方々が学校

の教育活動に興味・関心をもち、実際に関わってくださる学

校はなかなかありません。泉崎第二小学校が「地域とともに」

ある学校だからこそ、子どもたちは豊かな学びをすることが

できているのです。これは泉崎村にある学校の大きな「強み」

です。これからも、学校と地域と家庭が一体となって、「地域

の宝」である子どもたちを育てていきたいと思います。

� （泉崎村教育委員会　☎５４－１５３３）

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 看護師　③ 介護補助員（パート可）

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷

Farmer’s Market

こころや

泉崎村川畑37-1 TEL 0248-53-5568
店休:日曜日　※カフェは火曜日・日曜日が定休です

桃ギフト発送
ご予約受付開始

御中元ギフトセット
こだわりの調味料セット、 こころん工房焼き
菓子セットなど、厳選したおすすめの
商品を取り揃えてお待ちしております。
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小
澤
拓
也
さ
ん（
日
本
工
機
）

東
北
実
業
団
対
抗
テ
ニ
ス
大

会
に
出
場

　

村
内
在
住
の
小
澤
拓
也
さ

ん
（
日
本
工
機
）
は
、
第
48

回
福
島
県
実
業
団
対
抗
テ
ニ

ス
大
会
（
５
月
３
日
㈰
し
ら

さ
か
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
）
で

準
優
勝
し
、
第
47
回
東
北
実

業
団
（
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ル
）
対

抗
テ
ニ
ス
大
会
（
６
月
13
日

㈯
～
14
日
㈰
会
津
総
合
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
）

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
㈫
小
澤
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
の
た
め
に
来
庁

し
、
激
励
金
交
付
式
が
行
わ

れ
、
箭
内
村
長
よ
り
激
励
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

泉
崎
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

５
月
14
日
㈭
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、
第
32
回
泉
崎
村

長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
36
名
が
参
加

し
、
新
緑
の
中
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
の
部
（
男
子
）】

優　

勝　

宮
本　

正
司

�

（
瀬
知
房
）

準
優
勝　

佐
藤　

喜
志
郎

�

（
天
王
山
）

第
３
位　

吉
田　

孝
生�

（
峠
）

【
個
人
の
部
（
女
子
）】

優　

勝　

緑
河　

ミ
ヨ
子

�

（
関
和
久
）

準
優
勝　

小
針　

ミ
ツ
ヱ

�

（
宿
舘
）

第
３
位　

穂
積　

フ
ジ
子

�

（
瀬
知
房
）

【
Ｂ
Ｂ
賞
】

男
子
の
部　

古
宇
田　

栄
増

�

（
宿
舘
）

女
子
の
部　

緑
川　

ト
モ
子

�

（
関
和
久
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

６
月
８
日
㈪
泉
崎
村
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
皆

様
に
よ
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
、
泉
崎
村
中
央
公
民
館
及

び
泉
崎
村
障
が
い
者
支
援
セ

ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
「
ぜ

ひ
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
の

お
申
し
出
を
い
た
だ
き
、
率

先
し
て
花
植
え
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
花
壇
が
と
て

も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

激励金を受け取る濱中さん

大会に参加された皆さん
優勝した緑川さん

（左）と吉田さん（右）

大会に参加された皆さん

花植えボランティアの様子

泉
崎
村
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
28
日
㈭
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、
第
30
回
泉
崎
村

議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
28
名
が
参
加
し
、

暑
い
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
の
部
（
男
子
）】

濱
中
珠
希
哉
さ
ん
全
日
本
軟

式
野
球
大
会
１
部
東
北
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
会
出
場

　

村
内
在
住
の
濱
中
珠
希
哉

さ
ん
が
所
属
す
る
ウ
イ
ン
ズ

ジ
ャ
パ
ン
は
、
高
松
宮
賜
杯

第
70
回
全
日
本
軟
式
野
球
大

会
１
部
福
島
県
大
会
（
５
月

23
日
㈯
～
24
日
㈰
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
み
ち
の
く
鹿
島
球
場

に
て
開
催
）
で
優
勝
し
、
高

松
宮
賜
杯
第
70
回
全
日
本
軟

式
野
球
大
会
１
部
東
北
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
会
（
７
月
11
日

㈯
宮
城
県
に
て
開
催
）
に
出

場
し
ま
す
。

　

６
月
10
日
㈬
濱
中
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
の
た
め
に
来
庁
し
、

激
励
金
交
付
式
が
行
わ
れ
、

箭
内
村
長
よ
り
激
励
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

優　

勝　

緑
川　

武
夫

�

（
関
和
久
）

準
優
勝　

窪
木　

伸
典

�

（
八
雲
）

第
３
位　

飯
田　

磁
男

�

（
天
王
山
）

【
個
人
の
部
（
女
子
）】

優　

勝　

吉
田　

清
恵（
峠
）

準
優
勝　

田
﨑　

ケ
イ
子

�

（
瀬
知
房
）

第
３
位　

深
谷　

ス
イ

�

（
宿
舘
）

【
Ｂ
Ｂ
賞
】

男
子
の
部　

小
山
田　

雅
直

�

（
宿
舘
）

女
子
の
部　

髙
田　

い
久
子

�

（
関
和
久
）
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自
由
民
主
党
福
島
県
議
会
議

員
会
へ
要
望
書
提
出

　

６
月
２
日
㈫
役
場
に
て
、

令
和
８
年
度
移
動
政
調
会

が
開
催
さ
れ
、
自
由
民
主

党
福
島
県
議
会
議
員
会
か

ら
、
渡
辺
義
信
県
議
を
は
じ

め
、
佐
々
木
彰
県
議
、
木
村

謙
一
郎
県
議
、
満
山
喜
一
県

議
、
上
杉
謙
太
郎
衆
議
院
議

員
秘
書
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
村
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

泉
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
の
事

業
推
進
に
向
け
た
支
援
、
県

道
母
畑
・
白
河
線
に
お
け
る

バ
イ
パ
ス
整
備
並
び
に
国
道

４
号
４
車
線
整
備
の
促
進
に

つ
い
て
計
３
件
の
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
づ
く

り
全
国
大
会

　

５
月
13
日
㈬
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
「
命
と
暮
ら
し
を

守
る
道
づ
く
り
全
国
大
会
」

に
出
席
し
、
国
会
議
員
へ
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
活
動
で
は
、
道
路
の

整
備
促
進
や
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
策
、
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化
、
道
の
駅
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
な
ど

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
資

材
価
格
や
人
件
費
の
高
騰
を

踏
ま
え
た
令
和
９
年
度
道
路

関
係
予
算
の
必
要
額
確
保
に

つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

福
島
県
水
防
訓
練

　

５
月
24
日
㈰
白
河
市
大
鹿

島
地
内
の
阿
武
隈
川
河
川
敷

に
て
、
「
福
島
県
水
防
訓
練
」

が
開
催
さ
れ
、
泉
崎
村
消
防

団
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
本
格
的
な

出
水
期
（
大
雨
や
台
風
の
季

節
）
を
前
に
、
水
害
時
の
対

応
能
力
向
上
を
目
指
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、

東
西
し
ら
か
わ
の
各
消
防
団

や
白
河
消
防
本
部
、
福
島
県

建
設
業
協
会
県
南
支
部
な
ど

が
一
堂
に
参
集
し
、
緊
迫
感

を
持
っ
た
訓
練
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
堤
防
の
決
壊

や
増
水
を
防
ぐ
た
め
の
様
々

な
水
防
工
法
（
シ
ー
ト
張
り

工
、
改
良
積
土
の
う
工
、
月

の
輪
工
な
ど
）
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

泉
崎
村
消
防
団
は
「
木
流
し

工
」
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
川
の
激
し
い
流
れ
に

よ
っ
て
堤
防
が
削
ら
れ
る
の

を
防
ぐ
重
要
な
工
法
で
す
。

　

団
員
た
ち
は
、
訓
練
指
導

部
長
の
指
揮
の
も
と
、
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
一
丸
と

左から木村県議、満山県議、渡
辺県議、箭内村長、佐々木県議

上杉謙太郎衆議院議員へ
要望書を手渡す様子

菅家一郎衆議院議員へ
要望書を手渡す様子

な
っ
て
、
迅
速
か
つ
的
確
な

作
業
に
努
め
ま
し
た
。

水防訓練の様子

駅花壇に花を植える様子 環境美化作戦に参加された皆さん

泉
崎
駅
構
内
環
境
美
化
作
戦

　

６
月
８
日
㈪
泉
崎
村
防
犯

指
導
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
泉
崎
駅
構
内
環
境
美
化
作

戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
駅
周
辺
を

き
れ
い
に
保
つ
こ
と
で
犯
罪

の
減
少
（
防
犯
環
境
の
向
上
）

を
目
指
す
も
の
で
す
。
当
日

は
防
犯
指
導
隊
を
は
じ
め
、

泉
崎
駐
在
所
、
民
生
児
童
委

員
、
そ
し
て
宿
舘
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、
総
勢
30
名
で
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
駅
周
辺
の
清

掃
や
除
草
、
立
木
の
剪
定
に

汗
を
流
し
た
ほ
か
、
駅
前
を

彩
る
花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア

の
３
種
類
の
花
、
約
200
本
を

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
付

け
ま
し
た
。

　

泉
崎
駅
を
ご
利
用
の
際

や
、
お
近
く
を
お
通
り
の
際

は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
愛
情
が

詰
ま
っ
た
素
敵
な
花
壇
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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の
土
地
に
生
ま
れ
た
昔
話
や

伝
説
に
は
喜
び
や
悲
し
み
、

生
き
る
知
恵
、
工
夫
が
織
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
伝
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
ま

で
人
生
を
豊
か
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
愛
を

伝
え
る
手
助
け
が
で
き
れ
ば

と
の
思
い
で
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
紙
芝
居
と
紙
芝
居
舞

台
は
村
内
各
施
設
等
で
あ
り

が
た
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
次
の
世
代
へ
語
り
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
時
か
ら
15
時
ま
で
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
年
に
１
度

の
貴
重
な
公
開
日
で
す
。
古

代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
時
代
に

思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。

左から遠藤チエ子さん、穂積貞子
さん、遠藤秀光さん

資料館での学習の様子 横穴を見学する二小６年生の皆さん

「
紙
芝
居
」

～
泉
崎
の
民
話
～
寄
贈

　

５
月
29
日
㈮
元
「
い
ず
み

ざ
き
語
り
の
会
」
を
代
表
し

て
遠
藤
秀
光
さ
ん
・
チ
エ
子

さ
ん
ご
夫
妻
、
穂
積
貞
子
さ

ん
が
図
書
館
を
訪
れ
、
「
泉

崎
の
民
話
」
を
題
材
と
し
た

手
作
り
の
紙
芝
居
20
冊
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
い
ず
み
ざ
き
語
り
の
会
」

は
平
成
13
年
に
開
催
さ
れ

た
、
う
つ
く
し
ま
未
来
博
で

福
島
県
の
民
話
を
聞
か
せ
た

人
気
の
パ
ビ
リ
オ
ン
「
か
ら

く
り
民
話
茶
屋
」
に
感
銘
を

受
け
た
有
志
で
設
立
さ
れ
、

令
和
３
年
ま
で
の
20
年
間
、

約
10
名
の
会
員
に
よ
っ
て
、

公
民
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
子

ど
も
会
等
、
数
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
で
活
動
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
紙

芝
居
は
昭
和
52
年
に
発
刊
さ

れ
た
民
話
集
「
泉
崎
の
民
話
」

を
題
材
に
、
遠
藤
ご
夫
婦
が

色
彩
豊
か
な
絵
を
描
き
、
語

り
伝
え
や
す
い
よ
う
編
さ
ん

さ
れ
た
、
大
変
手
の
込
ん
だ

貴
重
な
紙
芝
居
で
す
。
泉
崎

村
内
史
跡
見
学
（
二
小
）

　

５
月
28
日
㈭
泉
崎
第
二
小

学
校
６
年
生
19
名
が
村
内
の

歴
史
を
学
ぶ
た
め
、
泉
崎
資

料
館
、
泉
崎
横
穴
、
観
音
山

摩
崖
供
養
塔
婆
群
、
関
和
久

官
衙
遺
跡
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

講
師
に
佐
川
栄
先
生
を
お

招
き
し
、
資
料
館
で
は
原
山

古
墳
群
か
ら
出
土
さ
れ
た
福

島
県
の
重
要
文
化
財
「
力

士
像
埴
輪
」
や
上
礼
堂
遺

跡
か
ら
出
土
さ
れ
た
土
器
類

か
ら
、
当
時
の
人
々
が
ど
の

よ
う
に
生
活
し
て
い
た
か
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
国
史

跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

「
泉
崎
横
穴
」
で
は
、
壁
面

に
人
物
や
馬
等
の
絵
や
渦
巻

き
等
の
幾
何
学
模
様
が
赤
い

顔
料
で
描
か
れ
た
「
玄
室
」

と
呼
ば
れ
る
部
屋
を
見
学

し
、
約
１
，
４
０
０
年
前
の

人
々
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で

大
き
な
お
墓
を
つ
く
り
生
き

て
い
た
の
か
、
そ
の
背
景
と

歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
「
泉
崎
横
穴
」
の

一
般
公
開
は
、
10
月
10
日
㈯
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奉
仕
団
員
・
民
生
児
童
委
員

泉
崎
駅
前
の
除
草
を
実
施

　

５
月
23
日
㈯
早
朝
、
泉
崎

村
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん

が
、
村
の
玄
関
口
で
あ
る
泉

崎
駅
前
周
辺
の
環
境
美
化
を

目
的
に
除
草
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
除
草
作
業
は
、
毎
年

こ
の
時
期
、
村
民
生
児
童
委

員
協
議
会
の
協
力
を
得
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

併
せ
て
約
50
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

キ
ッ
ズ
英
会
話
教
室
・
異
文

化
交
流
カ
フ
ェ
開
講

　

６
月
３
日
㈬
中
央
公
民
館

に
て
、
令
和
８
年
度
キ
ッ
ズ

さ
つ
き
杯
野
球
大
会

　

５
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰
さ

つ
き
球
場
に
て
、
第
25
回
さ

つ
き
杯
野
球
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
さ
つ
き
球

場
を
メ
イ
ン
に
開
催
さ
れ
る

中
学
生
軟
式
野
球
の
伝
統
的

な
大
会
で
す
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、
県
内

の
中
学
校
11
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
五
月
晴
れ
の
中
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

南
会
津
Ｂ
Ｃ

準
優
勝　

泉
崎
中

第
３
位　

�

西
郷
二
中
・
大
信

中
連
合
チ
ー
ム

第
３
位　

矢
吹
中

苗植えの様子 苗に水をやる子どもたち

保
育
所
「
さ
つ
ま
い
も
の
苗

植
え
」

　

５
月
20
日
㈬
泉
崎
保
育
所

の
畑
に
て
、
２
歳
児
ち
ゅ
う

り
っ
ぷ
組
、
い
ち
ご
組
の
子

ど
も
た
ち
が
さ
つ
ま
い
も
の

苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
事

前
に
先
生
か
ら
話
を
聞
い

て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
長
靴

を
履
い
て
、
畑
に
向
か
う
時

か
ら
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し

た
。
苗
植
え
で
は
、
少
し
緊

張
し
た
表
情
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
先
生
と
一
緒
に
苗
植

え
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

秋
の
収
穫
ま
で
、
子
ど
も

た
ち
と
さ
つ
ま
い
も
の
生
長

を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

除草作業に参加された皆さん

異文化交流カフェの様子 キッズ英会話教室に参加された皆さん

英
会
話
教
室
・
異
文
化
交
流

カ
フ
ェ
の
開
講
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

キ
ッ
ズ
英
会
話
教
室
は
、

幼
稚
園
年
中
・
年
長
児
を
対

象
と
し
た
「
キ
ッ
ズ
Ａ
ク
ラ

ス
」
と
、
小
学
１
・
２
年
生

を
対
象
と
し
た
「
キ
ッ
ズ
Ｂ

ク
ラ
ス
」
に
分
か
れ
て
お
り
、

毎
週
水
曜
日
に
両
ク
ラ
ス
が

交
互
に
活
動
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
以
上
を
対

象
と
し
た
「
異
文
化
交
流
カ

フ
ェ
」
も
、
キ
ッ
ズ
英
会
話

教
室
終
了
後
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
講
師
は
、
泉
崎
村
の

英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

で
あ
る
メ
リ
ッ
サ
先
生
と
ア

シ
ュ
ト
ン
先
生
で
す
。

　

キ
ッ
ズ
英
会
話
教
室
に

は
、
子
ど
も
た
ち
25
名
と
保

護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
先

生
方
か
ら
英
語
で
自
己
紹
介

を
受
け
た
後
、
一
人
ひ
と
り

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き

な
声
で
英
語
の
返
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

異
文
化
交
流
カ
フ
ェ
に

は
、
９
名
が
参
加
し
、
近
況

に
つ
い
て
英
語
で
話
し
合

い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
英
会
話
教
室
・
異

文
化
交
流
カ
フ
ェ
は
毎
週
水

曜
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
５
３
・
２
２
５
８
）
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ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
手
作
り

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
す
。
と
て

も
美
味
し
く
て
、
お
か
わ
り

を
す
る
子
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

食
後
の
「
お
楽
し
み
会
」

で
は
、
宮
司
さ
ん
か
ら
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

自
然
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
か

ら
も
「
フ
ル
ー
ト
演
奏
」「
ク

イ
ズ
」
「
く
じ
引
き
」
「
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
な
ど
を
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
は
最
後
ま
で
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
山
登
り

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
方
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
、
園

内
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
素
晴
ら
し
い
時
間
を

自
然
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

た
ほ
か
、
会
員
に
よ
る
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
振
舞
い
や
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
フ
ル
ー
ト
の

演
奏
、
大
声
・
腕
相
撲
大
会

等
が
実
施
さ
れ
、
児
童
た
ち

は
自
然
の
中
で
会
員
の
方
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
村
内
の
幅
広
い
世

代
を
対
象
と
し
た
自
然
観
察

会
を
実
施
し
、
多
く
の
方
と

の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に

村
の
自
然
に
触
れ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

頂上を目指す子どもたち

植物の説明を受けている子どもたち

植物や樹木の説明を受けている子どもたち

烏
峠
の
自
然
を
守
る
会
に
よ

る
自
然
観
察
会
（
幼
稚
園
）

　

５
月
15
日
㈮
「
烏
峠
の
自

然
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
の

案
内
で
、
泉
崎
村
の
最
高
峰

で
あ
る
「
烏
峠
」
に
、
年
長

組
が
登
り
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
「
頂
上
目
指
し
て
、

頑
張
る
ぞ
！
え
い
、
え
い
、

お
ー
！
」
と
元
気
に
声
を
出

し
、
意
気
込
ん
で
登
り
始
め

て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
烏
峠
入
り
口
の
駐
車
場

か
ら
烏
峠
稲
荷
神
社
ま
で
の

舗
装
道
路
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
を
先
導
に
４
つ
の
班

に
分
か
れ
て
登
り
ま
し
た
。

山
の
中
の
樹
木
や
植
物
の
名

前
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

円
満
平
で
の
景
色
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
「
大
声
大

会
」
で
「
ヤ
ッ
ホ
ー
！
」
と

声
を
出
し
た
り
し
て
、
疲
れ

を
感
じ
さ
せ
な
い
山
登
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

頂
上
に
着
く
と
、
神
社
に

参
拝
し
て
か
ら
、
神
社
裏
に

あ
る
「
三
角
点
」
に
タ
ッ
チ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
し
み

に
し
て
い
た
昼
食
は
、
ボ
ラ

烏
峠
の
自
然
を
守
る
会
に
よ

る
自
然
観
察
会
（
二
小
）

　

６
月
２
日
㈫
泉
崎
村
の

「
烏
峠
の
自
然
を
守
る
会
」

に
よ
る
小
学
生
向
け
の
自
然

観
察
会
が
、
泉
崎
村
烏
峠
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
第
二
小
学
校
４
年
生

の
児
童
25
名
が
参
加
し
、
会

員
の
案
内
に
よ
り
爽
や
か
な

初
夏
の
風
が
吹
き
抜
け
る
林

道
で
自
然
観
察
を
行
い
な
が

ら
、
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

普
段
見
か
け
な
い
植
物
が

多
く
見
ら
れ
、
児
童
か
ら
も

様
々
な
質
問
が
飛
び
交
い
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
様
子
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

頂
上
で
は
、
烏
峠
稲
荷
神

社
の
宮
司
さ
ん
か
ら
神
社
に

ま
つ
わ
る
お
話
を
い
た
だ
い

第
２
回
村
内
統
一
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦

　

６
月
７
日
㈰
今
年
度
第
２

回
目
の
村
内
統
一
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
道
路
沿
線
の
ご

み
拾
い
と
草
刈
り
が
重
点
事

項
で
、
作
業
後
は
各
地
区
と

も
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
早
朝
か
ら
の
作
業
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
３
回
目
は
９
月

６
日
㈰
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
「
ご
み
の
な
い

き
れ
い
な
泉
崎
村
」
を
目
指

し
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

クリーンアップ作戦の様子

保健福祉課 ☎５４・１３３５
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保
育
所
「
乳
幼
児
家
庭
教
育

学
級
・
保
育
参
観
」

　

５
月
29
日
㈮
泉
崎
保
育
所

に
て
、
乳
幼
児
家
庭
教
育
学

級
・
保
育
参
観
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

乳
幼
児
家
庭
教
育
学
級
で

は
、
薬
剤
師
・
オ
ー
ソ
モ
レ

キ
ュ
ラ
ー
栄
養
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
佐
藤
麻
美
先
生
を
お

迎
え
し
、「
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
！

子
ど
も
に
本
当
に
必
要
な
栄

養
と
は
？
」
と
い
う
内
容
で

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
日
に
必
要
な
栄
養
の

摂
取
量
や
そ
の
食
材
の
摂
り

方
な
ど
を
詳
し
く
教
え
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
食
生
活
に

つ
い
て
も
見
直
す
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
参
観
で
は
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
お
や
つ
の
様
子
を
見

て
い
た
だ
き
、
先
生
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
音
楽

に
合
わ
せ
て
触
れ
合
い
遊
び

な
ど
を
し
て
、
親
子
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

けん玉教室の様子

け
ん
玉
教
室
開
講

　

６
月
６
日
㈯
中
央
公
民
館

に
て
、
け
ん
玉
教
室
が
開
講

し
ま
し
た
。

　

昔
遊
び
と
し
て
定
番
の
け

ん
玉
で
す
が
、
近
年
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
お
り
、
足
腰
・
体
幹
の
強

化
や
体
力
づ
く
り
、
集
中
力

向
上
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も

あ
り
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
も

が
楽
し
め
ま
す
。
講
師
は
昨

年
に
引
き
続
き
日
本
け
ん
玉

協
会
認
定
１
級
指
導
員
で
、

け
ん
玉
道
六
段
の
吉
村
弘
幸

さ
ん
で
す
。

　

今
年
度
も
小
学
生
を
中
心

と
し
た
11
名
と
そ
の
ご
家

族
が
参
加
し
、
先
生
か
ら

基
本
技
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
繰

り
返
し
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生

か
ら
大
技
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
歓
声
と
拍
手
の
起
こ

る
楽
し
い
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

　

け
ん
玉
教
室
は
、
今
後
７

月
４
日
㈯
、
８
月
１
日
㈯
に

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
中

央
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
５
３
・
２
２
５
８
）

保護者と一緒に触れ合い遊び 保育参観の様子

クック＆クッキング教室の様子

先生による絵本の読み聞かせの様子

ク
ッ
ク
＆
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

開
講

　

５
月
12
日
㈫
中
央
公
民
館

主
催
事
業
の
ク
ッ
ク
＆
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
が
開
講
し
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
、
リ
ー
ル
ブ
ロ

ス
（
白
河
市
）
の
シ
ェ
フ

沼
田
久
先
生
を
迎
え
、
５

月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
月
第

１
火
曜
日
に
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
家
庭

で
も
手
軽
に
作
れ
る
フ
ラ
ン

ス
風
料
理
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。

　

初
回
の
授
業
で
は
、
ハ
ン

バ
ー
グ
パ
ネ
ソ
テ
ー
（
焼

き
メ
ン
チ
カ
ツ
）・
キ
ャ
ベ

ツ
の
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
手

軽
に
で
き
る
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
で
き
あ
が
っ
た

料
理
を
み
ん
な
で
い
た
だ

き
、
受
講
生
か
ら
は
「
お
い

し
か
っ
た
。
家
で
も
教
わ
っ

た
ア
レ
ン
ジ
で
作
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

と
て
も
楽
し
い
教
室
と
な
り

ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
中

央
公
民
館
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
☎
５
３
・
２
２
５
８
）
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◆
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
７
月

が
発
症
の
ピ
ー
ク
！

・
熱
中
症
と
は

　

人
体
は
、
発
汗
や
血
管
の
拡

張
な
ど
の
体
温
調
節
機
能
に
よ

り
、
異
常
な
体
温
上
昇
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
）

の
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、
暑
さ

と
体
温
調
節
機
能
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
、
め
ま

い
や
頭
痛
な
ど
の
様
々
な
症
状

が
現
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症

状
が
熱
中
症
で
す
。

　

熱
中
症
の
症
状
に
は
Ⅰ
～
Ⅲ

度
の
段
階
が
あ
り
、
段
階
に

よ
っ
て
必
要
な
処
置
が
異
な
り

ま
す
。

〇�

Ⅰ
度
（
軽
症
）
立
ち
く
ら
み
・

筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直
・
手

足
の
し
び
れ
な
ど
、
現
場
で

の
応
急
処
置
で
対
応
可
能
で

す
。

〇�

Ⅱ
度
（
中
等
症
）
頭
痛
・
吐

き
気
・
嘔
吐
・
虚
脱
感
・
集

中
力
の
低
下
な
ど
、
病
院
へ

の
搬
送
が
必
要
で
す
。

〇�

Ⅲ
度
（
重
症
）
意
識
障
害
・

け
い
れ
ん
・
異
常
な
高
体
温

な
ど
、
入
院
し
て
集
中
治
療

が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
際
は
、

次
の
よ
う
な
処
置
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

①
涼
し
い
環
境
に
移
る

　

ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
る
室

内
や
風
通
し
の
良
い
日
陰
に
移

動
し
ま
し
ょ
う
。

②
水
分
と
塩
分
を
補
給

　

塩
分
を
同
時
に
補
え
る
経
口

補
水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど

を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
冷
た
い
水

と
塩
分
を
含
む
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

併
せ
て
摂
る
こ
と
も
効
果
的
で

す
。

③
脱
衣
と
冷
却

　

衣
類
を
ゆ
る
め
て
、
体
内
の

熱
を
外
へ
出
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

氷
の
う
で
首
や
わ
き
の
下
、
太

も
も
の
付
け
根
を
冷
や
し
ま

す
。

◆
そ
れ
で
も
症
状
が
改
善
さ
れ

な
い
場
合
は
医
療
機
関
へ
！

　

熱
中
症
は
対
処
が
遅
れ
る

と
、
最
悪
の
場
合
、
死
に
至
る

ほ
か
、
腎
臓
の
損
傷
や
脳
の
機

能
障
害
な
ど
の
重
い
後
遺
症
に

つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者

は
体
温
を
調
整
す
る
力
が
落
ち

て
い
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
を
使

う
な
ど
し
っ
か
り
予
防
を
し

て
、
立
ち
く
ら
み
や
軽
い
頭
痛

な
ど
が
あ
り
、
熱
中
症
か
な
？

と
思
っ
た
時
は
、
直
ぐ
に
応
急

処
置
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

引
用
文
献

：

足
立
区A

D
A

C
H

IC
IT

Y

よ
り

【お願い】発熱症状（37℃以上）、風邪症状（せき、のどの痛みなど）がある方の診療受付は、施設内に入らず、お電話ください。

問泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415診療所外来７月担当医

月 火 水 木 金 土 日／祝祭日

午　前
受付時間
8：30

～

11：30

小林利男
整形外科・内科
7/6.13.27診療

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
7/1.15.22.29診療

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科
7/3.10.31診療

小林利男
整形外科・内科
7/4.11.18診療

休
　　　　　　診

内藤　梓
消化器内科・外科
7/14.21.28診療

内藤　梓
消化器内科・外科
7/2.16.23.30診療

内藤　梓
消化器内科・外科
7/17.24診療

内藤　梓
消化器内科・外科
7/25のみ診療

南東北眼科クリニック医師
眼科(予約制）

総合南東北病院医師
心臓血管外科
7/11.18.25診療

午　後
受付時間
13：30

～

16：00
（水曜日は
14：30）

北原正樹
内科・形成・皮膚
7/6.13.27診療

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
7/1.15.22.29診療

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科
7/3.10.31診療

小林利男
整形外科・内科
7/4.11診療

緑川博文
心臓血管外科
7/6のみ診療

内藤　梓
消化器内科・外科
7/14.21.28診療

内藤　梓
消化器内科・外科
7/16.23診療

内藤　梓
消化器内科・外科
7/17.24診療

内藤　梓
消化器内科・外科
7/25のみ診療

水曜  14：30
受付終了

『
地
域
の
皆
様
へ
』

　

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
診
療
所
】

○�

診
察
を
受
け
る
方
及
び
付
き

添
い
の
方
全
員
の
マ
ス
ク
着

用
、
手
の
消
毒
、
検
温
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

○�

診
療
所
内
の
消
毒
と
換
気
を

毎
日
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
老
健
施
設
】

○�
原
則
と
し
て
、
感
染
対
策
の

為
入
所
者
の
外
泊
は
禁
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
面
会
は

予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○�

通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
に
毎

日
の
体
調
確
認
と
検
温
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

○�

施
設
内
及
び
送
迎
車
両
の
消

毒
と
換
気
を
毎
日
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

緑川 Dr【心臓血管外科】
（１４：００～の診察となります）

※�都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳
しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。

　(☎0248-53-2415）
※�日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医はしらかわ情報センター

(☎0248-23-9909）で確認いただけます。

※眼科は予約制となっております。
　（事前に電話又は窓口にてご予約ください）
※7/2(木)午後から7/11(土)まで内藤医師の診療は休診になります。
※7/4(土)午前の心臓血管外科は休診になります。
※7/18(土)午後の診療は公開講座のため休診になります。

広報
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保健福祉課 ☎５４・１３３５

　完全予約制です。希望者はお申し込みください！詳しくは配布チラシをご覧ください。

１検診日程

　歯周病の予防と早期発見のため、この機会に歯周病検診を受けましょう。

　対象の方には、個別に通知をしておりますのでご確認ください。

　熱中症を防ぐためには、それぞれの場所に応じた対策を取ることが重要です。

　以下を参照し、適切な対策を実施しましょう。

厚生労働省「熱中症予防のための情報・資料サイト」より抜粋
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/nettyuu_taisaku/pamph.html#pamph01

検診日及び受付時間 会　場

令和８年８月　４日（火）　１３：３０～１５：００
泉崎村保健福祉総合センター

令和８年８月２６日（水）　　８：３０～１０：３０

２対象者及び料金　※令和９年３月３１日までに対象年齢に達する方

検診名 対象者 検査料

子 宮 頸 が ん 検 診 ２０歳以上の女性
無　料

骨粗しょう症検診 ３０歳以上の女性

３申し込み方法

　WEB予約は右記の二次元コード又は、泉崎村ホームページから検索。

申 込 方 法 申 込 期 間

W E B 先 行 予 約
令和８年７月３日（金）～７月１４日（火）
※受付は７月３日（金）８：３０～開始します。

電話予約（0248-54-1335）
令和８年７月６日（月）～７月１４日（火）
※受付時間　８：３０～１７：００（平日のみ）

対 象 者 ２０歳・３０歳・４０歳・５０歳・６０歳・７０歳（年度末年齢）

検診内容 問診、口腔内診査、結果説明、歯科指導

費　　用 無料

【令和８年度子宮頸がん検診・骨粗しょう症検診】

【歯周病検診】

熱中症を防ぎましょう！～暑さを避ける、身を守る～

WEB予約は
こちらから

室内でも、屋外でも、

のどの渇きを感じなくても、

こまめに水分を

補給しましょう！

広報
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

●図書館利用案内●
開館時間　10：00 ～ 18：00
貸出期間　２週間　貸出冊数　１人５冊
休 館 日　月曜日（祝日は開館、翌火曜日が休館）
　　　　　毎月最終金曜日（図書整理日）

　　 泉崎図書館蔵書検索
休…休館日 　　…おはなし会 　　…映画会
★…イベント 　◆…図書整理休館日 　◎…開館記念日

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
休

12 13 14 15 16 17 18
休

19 20 21 22 23 24 25
休

26 27 28 29 30 31
休 ◆

７月図書館カレンダー

　図書館では日本十進分類法を用いて整理・配架されています。泉崎図書館では３段
の背ラベルを使用しています。１段目には全ての知識分野を０～９までの１０の「類」
に大別された数字が書いてあります。今回は３類について説明します！３類は社会科
学です。政治・法律・経済・財政・統計・社会・教育・風俗習慣・国防が配架されて
います。次回は４類について説明します！

図書館のこと知ってる？

　小学生の古内こはるさん、誠宗さん姉弟。図書館の良いところは、
「いろんな本が借りられるところ」と誠宗さん。こはるさんは「好き
な本がある」と話してくれました。２人の好きな本は、こはるさん

『ぎょうれつのできるレストラン』シリーズ、誠宗さん『実験対決』
シリーズです。

利用者さんの声

図書館からのお知らせ

・�今年も夏休みの宿題となる課題図書が入荷しました。たくさんの人に読んでほしいので、７月１日
（水）から８月３１日（月）の期間は、１人１冊１週間の貸し出しになります。毎年、夏休み終了間際は、
混雑しますのでお早めにご利用ください。

・�７月２８日（火）１３：３０～『夏休みお楽しみ映画会』を開催します。入場料は無料、予約も必
要ありません。熱中症予防のため水筒をご持参ください。上映内容は、幼稚園・小学校を通じてチ
ラシを配布しますのでご覧ください。

子ども限定！！

図書館来館スタンプ１０個

集めるとガチャガチャ１回

まわせるよ！

広報
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相　
　

談

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

㉄
保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
日

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
12
日
㈰

　
　
　
　

10

：

00
～
12

：

00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

井
出
明
人
・
松
川
公
子

㉄
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

行
政
相
談
所

　

総
務
省
で
は
、
泉
崎
村
を
担

当
す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

次
の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

◆
氏
名

　

中
目　

正
紀　

氏

◆
住
所

　

泉
崎
字
八
斗
蒔
65
番
地

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
３
７
３
１

　

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
月
第

２
日
曜
日
に
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　

７
月
12
日
㈰

　
　
　
　

10

：

00
～
12

：

00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

※
行
政
相
談
委
員
は
電
話
や
手

紙
な
ど
で
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

案　
　

内

泉
崎
村
お
仕
事
検
索

サ
イ
ト

　

泉
崎
村
で
働
き
た
い
方
、
泉

崎
村
で
働
き
手
を
探
し
た
い
方

の
た
め
に
情
報
を
集
約
し
た
泉

崎
村
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
「
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＠
泉
崎

村
」
で
は
、
毎
月
、
泉
崎
村
の

最
新
求
人
情
報
を
お
伝
え
し
ま

す
。

㉄
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局

（
福
島
市
花
園
町
５

－

46　

福

島
第
二
地
方
合
同
庁
舎
３
・
４

階
）免

除
・
納
付
猶
予
制

度
の
ご
案
内

◆
知
っ
て
い
ま
す
か
？
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

退
職
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ

り
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
保
険

料
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や

障
害
・
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
と
き
の
「
障
害

基
礎
年
金
」・「
遺
族
基
礎
年
金
」

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぐ
た

め
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保

険
料
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
納

付
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

【
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

制
度
】

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保

険
料
の
全
額
、
又
は
一
部
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
退
職
（
失
業
等
）
に
よ
り
納

付
が
困
難
な
方
は
、
特
例
免
除

を
申
請
で
き
ま
す

　

所
得
の
審
査
対
象
と
な
る
退

職
（
失
業
等
）
さ
れ
た
方
の
前

村内企業
求人情報

泉崎村大字泉崎字十八夜 1
TEL 0248‒53‒2611

https://meiseidenki.co.jp/shirakawa/

泉崎村誘致企業　第一号

クリーンな職場環境
地元就職に最適！

道路の穴ぼこを見つけたら
　下記のような危険な状況の道路を
発見したらご一報ください。
　・穴ぼこや大きな亀裂がある
　・倒木がある　など

連絡先：建設水道課（℡：53-2114）

広報
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年
度
所
得
を
ゼ
ロ
と
し
て
審
査

し
ま
す
。

　

失
業
の
事
実
が
確
認
で
き
る

証
明
書
の
写
し
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
通
知
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
資
格
喪
失
確
認
通
知
な
ど
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
過
去
に
同
一
の
失
業

な
ど
の
理
由
に
よ
り
免
除
等
を

申
請
し
、
失
業
し
た
事
実
が
確

認
で
き
る
証
明
書
類
を
添
付
し

た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら

た
め
て
添
付
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
先

・�

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
Ｗ
ｅ
ｂ

ま
た
は
ア
プ
リ
）

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し

た
電
子
申
請
の
場
合
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類

（
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番

号
通
知
書 

等
）

・�

失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止

な
ど
の
理
由
が
わ
か
る
書
類

（
※
失
業
特
例
の
場
合
の
み
）

　

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
通
知
ま
た

は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票 

等
）

㉄
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

ひ
と
り
親
家
庭
の
就

職
活
動
を
お
手
伝
い

し
ま
す

　

福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務

所
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
ひ
と
り
親
家
庭
向
け
に
就

職
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

お
仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
、

求
人
情
報
の
提
供
、
履
歴
書
の

書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
電
話
の
み
の
相
談
も
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
（
無
料
相
談
、

秘
密
厳
守
）

㉄
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務

所　

児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
６
７
４

受
付
対
応
時
間

　

９

：

00
～
17

：

00

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

白
河
厚
生
総
合
病
院

付
属
高
等
看
護
学
院

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
開
催

　

Ｊ
Ａ
福
島
厚
生
連 

白
河
厚

生
総
合
病
院
付
属
高
等
看
護
学

院
で
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
す
。
看
護
師
を
目

指
し
た
い
方
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
看
護
学
生
が
行
う
学
院
祭

も
同
時
開
催
し
ま
す
。
学
院
祭

は
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時

　

７
月
26
日
㈰

　

９

：

30
～
13

：

00

◆
場
所

　

白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属
高

等
看
護
学
院

◆
参
加
対
象
者

　

看
護
学
校
進
学
希
望
者
及
び

そ
の
保
護
者

◆
内
容

・
学
校
説
明
会

　

９

：

30
～
11

：

00
（
令
和
９

年
度
入
学
試
験
概
要
の
説
明
、

教
員
・
学
生
に
よ
る
進
学
相
談
、

看
護
技
術
体
験
、
入
学
試
験
過

去
問
題
販
売
等)

・
学
院
祭

　

11
：

00
～
13

：

00
（
縁
日
、

学
習
成
果
の
発
表
等
）

◆
申
し
込
み
方
法

　

学
校
説
明
会
は
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
看
護
学
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
必
要
事

項
を
入
力
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
お
申
し

込
み
も
可
能
で
す
。(

学
院
祭

：

申
し
込
み
不
要)

申
し
込
み
締
め
切
り

　

７
月
24
日
㈮
15

：

00
ま
で

㉄
白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属
高

等
看
護
学
院

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
４
０
８
１

FAX
０
２
４
８
・
２
３
・
４
１
３
６

✉s
k
o
u
s
e
ig

k
@

s
h
ira

k
a
w

a
-

k
a
n
g
o
.jp

「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」

７
月
１
日
～
31
日
ま
で

「
献
血
で

　

誰
か
に
届
く

�

あ
な
た
の
勇
気
」

　

す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
献
血

に
よ
っ
て
安
定
的
に
確
保
す
る

体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
、

献
血
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を

求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

商標登録　第 6175634 号

福島県内では初めて、農場HACCPとJGAPの

認証取得をした、安全で安心な豚肉となっております。

ご家庭用から贈答品も扱っておりますので、是非ご賞味ください。

注文型の販売　　「肉屋　きのうち」　　営業中です

ご注文の際は、いずれかの方法でご連絡ください

TEL・FAX ： 0248-53-3420　Mail ： info@kinouchifarm.co.jp　LINE ： 090-7938-2181

生産者：株式会社 木野内ファーム

福島県西白河郡泉崎村関和久明地１５

販売所：肉屋 きのうち

福島県西白河郡泉崎村関和久下町６５ｰ１

堆肥のご注文はこちらまでお願いします

生産者：株式会社 木野内ファーム

福島県西白河郡泉崎村関和久明地１５

TEL・FAX ： 0248-53-3420

●豚ぷんは、元肥はもとより土壌改良にも利用できます。

※配送は、天候状況等により判断し、配送致しますので、
　お時間をいただく場合がございます。

●散布機で散布することも可能ですので、お気軽にお問合せ下さい。

家庭菜園から農業まで

　　野菜作りにぜひ堆肥をご利用ください

価　 格（税込み） 泉崎村内・
農場周辺

ダンプ　２ｔ/台 1,100円

2,200円

600円

1,600円

計

堆肥代

散布代

散布機
1ｔ/台 内 

訳

価格改定

広報
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献
血
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ま
た
長
い
期
間
に

わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

㉄
保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

福
島
県
後
期
高
齢
者

歯
科
口
腔
健
康
診
査

受
診
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
歯
科
口
腔
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。
歯
や
口
腔
の

機
能
が
低
下
す
る
と
、
今
ま
で

ど
お
り
の
食
事
や
会
話
が
で
き

な
く
な
る
な
ど
、
健
康
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

健
診
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※
対
象
者
の
方
に
は
、
案
内
状

兼
受
診
券
等
を
５
月
下
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年
）

中
に
75
歳
ま
た
は
80
歳
に
な
っ

た
方

・�

75
歳
（
昭
和
25
年
４
月
１
日

～
昭
和
26
年
３
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）

・�

80
歳
（
昭
和
20
年
４
月
１
日

～
昭
和
21
年
３
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

※
長
期
入
院
者
や
施
設
入
所
者

は
対
象
外
で
す
。

◆
健
診
期
間

　

６
月
１
日
㈪
～
11
月
30
日
㈪

◆
健
診
内
容

　

①
問
診

　

②
口
腔
内
診
査

　

③
口
腔
機
能
内
検
査

◆
受
診
方
法

　

広
域
連
合
か
ら
送
付
さ
れ
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
掲
載
の

歯
科
医
院
に
直
接
予
約
し
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
当
日
の
持
ち
物

　

受
診
券
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
資
格
確
認
書
）

㉄
委
託
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社
エ
ス
プ
ー
ル
グ

ロ
ー
カ
ル

☎
０
１
２
０
・
９
４
９
・
３
１
８

受
付
時
間

　

８

：

30
～
16

：

30

　

（
健
診
期
間
中
の
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

梅
雨
明
け
の
熱
中
症

予
防
に
つ
い
て

　

梅
雨
明
け
後
は
、
晴
れ
て
気

温
が
高
く
な
る
日
が
続
く
こ
と

が
多
く
あ
り
、
梅
雨
の
間
に
体

が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と

で
、
熱
中
症
に
な
る
方
が
急
増

し
ま
す
。

◆
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・�

室
温
を
測
定
し
、
エ
ア
コ
ン
・

扇
風
機
で
温
度
を
こ
ま
め
に

調
節
す
る
。

・�

身
体
を
締
め
付
け
な
い
涼
し

い
服
装
で
、
外
出
時
に
は
日

傘
・
帽
子
を
着
用
す
る
。

・�

喉
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
、
水
分
・
塩
分
の
補
給

を
忘
れ
ず
に
こ
ま
め
な
水
分

補
給
を
行
う
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.p

re
f.fu

k
u
sh

i

m
a
.lg

.jp
/se

c
/2

1
0
4
5
a
/n

e
tu

u
sy

o
.h

tm
l

㉄
保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

募　
　

集

令
和
９
年
度
採
用
白

河
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
消
防
職

員
採
用
候
補
者
試
験

案
内

◆
職
種
・
採
用
人
員

　

消
防
職
員　

５
名
程
度

◆
受
験
資
格

　

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

　

学
歴
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
試
験
科
目

　

第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
（
筆
記
試
験
）・

消
防
適
性
検
査

　

第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験

合
格
者
）

　

身
体
検
査
・
体
力
検
査
・
作

文
・
口
述
試
験

◆
試
験
日
時

　

第
１
次
試
験

　

９
月
20
日
㈰

受
付
時
間　

９

：

00
～
９

：

30

試
験
時
間　

10

：

00
～
13

：

20

◆
試
験
会
場

　

第
１
次
試
験

　

福
島
県
白
河
市
立
石
96
番
地

新
白
信
ビ
ル

（
第
２
次
試
験
は
、
第
１
次
試

― 随時会員を募集しています ―

〒969-0101 泉崎村大字泉崎字下宿55-6
TEL 0248-53-2202
FAX 0248-53-3876
e-mail izumi2@coral.ocn.ne.jp
HP https://www.izumizaki.net HP

経営計画づくりや各種
制度の理解を深めるた
めのセミナーを随時開
催しています

各種セミナー開催
医療機関の健診バスによ
る健康診断の実施と健康
診断にかかる費用の一部
を助成しております

健康診断事業
各種資格や専門技能等の資格
取得等に要する費用、または
講習会等への参加に要する費
用の一部を助成しております

スキルアップ助成金事業

地域の事業者が会員となり、ビジネスやまちづくりのため
に活動を行う総合経済団体です

商工会とは

泉崎村商工会の主な取り組み

商工会は行きます、聞きます、提案します

泉崎村商工会

広報
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験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。
）

◆
受
験
手
続

　

申
込
受
付

　

７
月
１
日
㈬
～
８
月
14
日
㈮

※
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

サ
イ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
と
な

り
ま
す
。

㉄
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消

防
本
部　

総
務
課
総
務
係

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
２
１
６
８

✉s
o
u

m
u

@
s
y

o
u

b
o
u

.s
h
ira

k
a
w

a
.jp

自
衛
官
各
種
採
用
試

験
の
お
知
ら
せ

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期

制
自
衛
官
）
コ
ー
ス
】

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　

年
間
を
通
し
て
受
付
中

◆
試
験
日
・
試
験
会
場

　

受
付
時
又
は
各
自
衛
隊
地
方

協
力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

　

部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
を
養

成
す
る
コ
ー
ス

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日
㈬
～
９
月
１
日
㈫

◆
試
験
日
（
各
い
ず
れ
か
１
日
）

　

１
次　

９
月
16
日
㈬
～

　
　
　
　
　
　

27
日
㈰

　

２
次　

10
月
17
日
㈯
～

　
　
　
　

11
月
１
日
㈰

【
航
空
学
生
（
航
空
自
衛
隊
パ

イ
ロ
ッ
ト
・
海
上
自
衛
隊
パ
イ

ロ
ッ
ト
養
成
コ
ー
ス
）
】

◆
応
募
資
格

　

航
空
自
衛
隊

　

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

　

海
上
自
衛
隊

　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日
㈬
～
８
月
28
日
㈮

◆
試
験
日
（
各
い
ず
れ
か
１
日
）

　

１
次

　

（
１
回
目
）
９
月
19
日
㈯

　

（
２
回
目
）
９
月
26
日
㈯

　

２
次　

10
月
15
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　

22
日
㈭

　

３
次
（
海
）
11
月
20
日
㈮
～

　
　
　
　
　
　

12
月
16
日
㈬

　
　
　

（
空
）
11
月
14
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　

12
月
17
日
㈭

㉄
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

公式SNSこちらもチェック！

泉崎カントリーヴィレッジ泉崎さつき温泉
SPA&SPORTS PUBLC HOTEL Izumizaki Country Village

e-mail：spa@izumizaki-cv.com　☎５３－４２１１

Izumizaki-Country　Village B・B・Q Party Plan　2026 4.1～11.30

バーベキューガーデンOPENです！おまたせしました！

BBQセット
1人前（税込） 3,300円 肉だけセット

1人前（税込） 2,500円
※場所のみ貸出の場合 大人＠800円（中学生から）// 小人＠600円（４才児から）税込み

～～～ 部活 ・ クラブ ・ 職場のみんなで一緒に B ・ B ・ Q はいかがでしょうか？　～～～

　「コミュタン福島」オープン10周年を記念して、コミュタン福島の魅力を再発見する「なぞとき！ふくしま

環境オデッセイ」や「なおやマン」によるケミカルエンターテインメント、「クラウン潤」によるサイエンス

ECOパフォーマンスショー、マインクラフトプログラミング教室やふくしまドローンパイロットなど、体験メ

ニューが盛りだくさんのイベントを開催します！

　詳細はホームページを御覧ください。

■日　時　　令和８年８月１日（土）・２日（日）９：００～１７：００

■会　場　　福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」

■参加料　　無料

◆問い合わせ先

　「ふくしま環境オデッセイ」運営事務局

　（株式会社ル・プロジェ内）

　☎０２４（９３２）２２３２

　https://fukushima-env-odyssey.org/

ふくしま環境オデッセイ

ホームページは
こちら

広報
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～大
おお

網
あみ

本
ほん

廟
びょう

跡
あと

～� 村
む ら し て い

指定　史
し せ き

跡　指
し て い び

定日：昭
しょうわ

和５１年
ねん

６月
がつ

２２日
にち

　大
おおあみほんびょうあと

網本廟跡は浄
じょうどしんしゅう

土真宗の開
かいそしんらんしょうにん

祖親鸞上人の孫
まご

「如
にょしんしょうにん

信上人」のお墓
はか

です。

　健
け ん じ

治元
がんねん

年（１, ２７５年
ねん

）に奥
おうしゅうおおあみひがしやま

州大網東山（現
げんざい

在の北
きたひらやまふるでら

平山古寺）の地
ち

を訪
おとず

れ、この場
ば し ょ

所に大
おおあみおくのぼう

網奥之坊を

開
かいせつ

設したと言
い

われています。また、もともとこの場
ば し ょ

所には源
みなもとのよしつね

義経に仕
つか

え後
こうせい

世に名
な

を残
のこ

した佐
さ と う

藤継
つぐのぶ

信と忠
ただのぶ

信を

供
く よ う

養した阿
あ み だ ど う

弥陀堂があったとの言
い

われもあります。

　如
にょしんしょうにん

信上人はこの場
ば し ょ

所を拠
きょてん

点に東
とうほく

北や関
かんとうちほう

東地方の仏
ぶっきょう

教布
ふきょう

教活
かつどう

動を行
おこな

ってい

ました。正
しょうあん

安２年
ねん

（１, ３００年
ねん

）に常
ひたちのくに

陸国（現
げんざい

在の茨
いばらきけん

城県）の願
がんにゅうじ

入寺とい

うところで亡
な

くなったのち、寛
かんえい

永４年
ねん

（１, ６２７年
ねん

）に白
しら

河
かわ

城
じょうしゅ

主丹
に わ な が し げ

羽長重

の命
めい

により、この地
ち

に如
にょしんしょうにん

信上人のお墓
はか

が移
うつ

されたと言
い

われています。

　現
げんざい

在も泉
いずみざきむら

崎村には如
にょしんしょうにん

信上人ゆかりの地
ち め い

名、如
にょしんざわ

信沢・東
ひがしやま

山・如
にょしんしみず

信清水など

が残
のこ

されています。

　「農
のうりんぎょう

林業センサス」とは、農
のうりんぎょう

林業の生
せいさんこうぞう

産構造や就
しゅうぎょうこうぞう

業構造、農
のうさんそんちいき

山村地域にお
ける土

と ち

地資
し げ ん

源など農
のうりんぎょう

林業・農
のうさんそん

山村の基
き ほんこうぞう

本構造の実
じったい

態とその変
へ ん か

化を明
あき

らかにし、
農
のうりんぎょう

林業施
し さ く

策の企
き か く

画・立
りつあん

案・推
すいしん

進のための基
き そ

礎資
しりょう

料となる統
とうけい

計を作
さくせい

成し、提
ていきょう

供
することを目

もくてき

的に、５年
ねん

ごとに行
おこな

う調
ちょうさ

査です。
◆目

もくてき

的：�農
のうりんぎょうせい

林行政（今
こ ん ご

後の支
し え ん さ く

援策や計
けいかく

画）を立
た

てるための基
き そ

礎データを作
つく

る
こと。

◆対
たいしょう

象：�一
いっていいじょう

定以上の規
き ぼ

模で農
のうさんぶつ

産物を作
つく

ったり、林
りんぎょう

業を行
おこな

ったりしている個
こ じ ん

人
や法

ほうじん

人（経
けいえいたい

営体）。
◆調

ちょうさないよう

査内容：�働
はたら

いている人
ひと

の人
にんずう

数、作
つく

っている農
のうさんぶつ

産物や家
か ち く

畜の種
しゅるい

類、機
き か い

械の
保
ほゆうじょうきょう

有状況、土
と ち

地の広
ひろ

さなど。

いずみちゃんと学ぶ  泉崎 のコト
まな いずみざき

総 務 課
☎５３・２４０９～統

とうけいちょうさ

計調査・農
のうりんぎょう

林業センサスについて～

農
のうりんぎょう

林業センサスってなに?Ｑ
A

過か

こ去
の
記き

じ事
は
こ
こ
か
ら
！

もっと知りたい！いずみざき文化財
し ぶん か ざい

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
https://www.asahi-rubber.co.jp/ISO9001、ISO14001、ISO13485、IATF16949取得

昭
しょうわ

和２５年
ねん

から５年
ねん

ご

とに調
ちょうさ

査を実
じっし

施してい

るんだね。
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2020
（月）（月）

21
（火）

夏季休業(～８/２５）
休館日
貯筋会

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

22
（水）

個別懇談会
▲資源ごみ

23
（木）

個別懇談会
延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

24
（金）

成人学級
●可燃ごみ

2525
（土）（土）

2626
（日）（日）

休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

27
（月）

休館日

28
（火）

１歳児・２歳児健康相談
貯筋会
お楽しみ映画会

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

29
（水）

休肝日
つながるカフェ

▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

30
（木）

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

1010
（金）（金）

花火大会
ランドセル工場見学
防犯教室、引き渡し訓練
チャレンジクラブ

●可燃ごみ

1111
（土）（土）

支部対抗パークゴルフ大会
盆栽教室、陶芸教室

1212
（日）（日）

心配ごと相談所
絵画教室

休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

13
（月）

休館日

14
（火）

園内美化活動
貯筋会

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

15
（水）

自由参観、情報モラル教室、学年保護者会
英会話教室

▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

16
（木）

第２回方部子ども会
延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

1717
（金）（金）

第１学期終業式、午前保育
第１学期終業式

●可燃ごみ■不燃ごみ

1818
（土）（土）

ちびっこ夏祭り

1919
（日）（日）

休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

今 月 の 行 事　　【７月10日～８月９日】

★「小児平日夜間救急医療事業」～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～　※受診前に必ず電話してください。
　・対象者：中学生（１５歳）以下の子ども　・診療日：平日（月曜日・火曜日・木曜日（予定））
　・受付時間：１９：１５～２１：１５　　　・診療場所：白河厚生総合病院　小児科外来　☎０２４８－２２－２２１１

31
（金）

介護保険料第１期納期限
国民健康保険税第１期納期限
集落排水使用料第２期納期限
村営住宅使用料７月分納期限

なかよしクラブ
整理休館日

●可燃ごみ■不燃ごみ

8/18/1
（土）（土）

22
（日）（日）

けん玉教室
休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

3
（月）

休館日

4
（火）

子宮がん検診・骨粗しょう症検診
クック＆クッキング教室

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

5
（水）

▲資源ごみ

6
（木）

３～５か月児・６～８か月児健康相談
延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

7
（金）

第２７回福島県市町村対抗ゴルフ大会
チャレンジクラブ

●可燃ごみ

88
（土）（土）

陶芸教室

99
（日）（日）

心配ごと相談所
休肝日
休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

12（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎21-2166（白河市老久保）

よ こ む ら 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-1455（白河市老久保）

内 藤 歯 科 医 院
☎25-0331（西郷村熊倉）

19（日） か ん の 小 児 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-8500（西郷村小田倉）

わ た な べ 内 科 医 院
☎22-1531（白河市新白河）

円 谷 歯 科 医 院
☎27-1255（白河市北中川原）

20（月） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

白河ひがし透析・内科クリニック
☎21-5823（白河市東釡子）

早 坂 歯 科 医 院
☎24-6480（白河市合戦坂）

26（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

き た む ら 整 形 外 科
☎42-5533（矢吹町八幡町）

は や し 歯 科 医 院
☎24-1818（白河市道場町）

2（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

ま つ や ま ク リ ニ ッ ク
☎41-2311（矢吹町八幡町）

ほ ず み 歯 科 医 院
☎22-7211（白河市三番町）

9（日） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

よ し だ 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-5711（白河市結城）

ま る や ま 歯 科 医 院
☎23-9146（白河市関辺）

７／
■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※休日当番医は急遽変更になる場合もありますので、受診前の確認をお勧めします。

■ 小児科
月の休日当番医

■ 歯科
7

８／

※学校関係の行事は、年度当初の予定を記載しています。

会場：　幼稚園　 　第一小学校　 　第二小学校　　 中学校　　 保育所　　 児童館　　 保健センター　　 防災センター　　 公民館
　　　　資料館　 　図書館　　　トレーニングセンター　　　弓道場　　　ソフトボール場　　　さつき野球場

〒969-0101  泉崎村大字泉崎字大山41-7

”技術と誠意で奉仕する”

工事等なんでもご相談ください（お見積り無料）

FUKUNAN

株式
会社 福南建設
0248－53－2506

土木工事/舗装工事/解体工事/
建築工事/伐採、草刈/除雪

などその他

◎お困りごとお気軽にご連絡ください◎
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泉崎俳句会

十
薬
の
清
楚
に
見
え
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し
た
た
か
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光
の
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万
緑
や
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山
か
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連
れ
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黒
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栄　

子

木
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の
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夏
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雲
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ま
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る
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も
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　々

裏
山
の
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豊
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青
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子

豆
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の
炊
け
て
弁
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箱
二
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　々

追
ひ
つ
い
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並
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歩
く
や
夏
帽
子�
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子

踏
み
し
だ
く
草
々
匂
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夏
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か
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　々

ト
ラ
ッ
ク
の
遠
く
に
見
え
て
青
田
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み
き
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道
草
の
先
頭
を
行
く
夏
の
蝶�

　々

鳴
き
や
ま
ぬ
山
ほ
と
と
ぎ
す
風
を
呼
ぶ�
秀　

治

六
月
や
蘆
の
葉
擦
れ
も
こ
こ
ち
よ
し�
　々

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
毛
飛
び
立
つ
風
の
道�

圭　

子

刈
り
終
へ
て
た
だ
草
い
き
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草
い
き
れ�

　々

部
活
動
青
田
道
だ
よ
コ
ッ
ペ
パ
ン�

春　

枝

弁
当
の
隅
に
あ
る
の
は
ミ
ニ
ト
マ
ト�

　々

湯
冷
ま
し
を
枕
辺
に
置
く
白
絣�

直　

子

も
う
出
た
か
腰
あ
き

蛉
つ
い
と
飛
ぶ�

　々

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び

村の人口（人)基準日 世帯数
（戸）

６月１日
現　　在

５月１日
現　　在

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

お
悔
や
み

鈴
木　

ミ
ツ
子
さ
ん

　
　

（
97
歳
・
泉
崎
字
狐
山
）

松
川　

節
子
さ
ん

　
　

（
83
歳
・
泉
崎
字
神
田
）

お
め
で
た

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

岡
部　

湊み
な
と士

く
ん

（
晴
葵
さ
ん
・
泉
生
さ
ん
）

5,792

5,797

2,179

2,160

2,873男

女

男

女

2,919

2,871

2,926
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　５月２２日（金）、２９日（金）泉崎駐在所、交通安全協会、
交通安全母の会の皆さんのご協力のもと、村内の両小学校による
交通安全鼓笛パレードが開催されました。
　２２日（金）に行われた泉崎第二小学校の鼓笛パレードは、雨
天のため体育館での演奏会となりました。しかし、天候を吹き飛
ばすような児童たちの力強い演奏が館内に響き渡り、「交通事故
ゼロ」への熱い思いを届けてくれました。
　翌週２９日（金）には、泉崎第一小学校による鼓笛パレード
が実施されました。児童たちは学校から泉崎駅へと向かう道路

泉崎村交通安全鼓笛パレード

305305リレートーク 鈴木　康志さん

Happy Birthday
は っ ぴ い 　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

斑
目　

楓ふ

う

ま真
く
ん

を行進し、沿道から詰
めかけた保護者の皆さ
んや地域住民の方々の
温かい声援を受けなが
ら、一音一音に「交通
事故ゼロ」の願いを込
め、堂々とした演奏を
披露しました。
　本年７月２４日（金）には「交通死亡事故ゼロ４,０００日」を
達成いたします。
　一人ひとりが交通ルールを守り、子どもたちが安心して暮らせ
る「交通事故ゼロの泉崎村」をみんなでつくっていきましょう。

泉崎第一小学校

泉崎第二小学校

　皆さんこんにちは。泉崎村で育
ち、今年で３５年を迎えました。
一時期は仕事の都合で村を離れる
こともありましたが、今こうして
地元で暮らしていると、改めて村
の良さを感じることがあります。
　この時期になると、家の周りに
は緑の田んぼが一面に広がります。
最近は父の田植えを手伝う機会も
増え、子どもの頃は当たり前だと
思っていた風景の美しさや自然の
豊かさを改めて感じています。こ
うした何気ない日常があることこ
そ、村の魅力なのかもしれません。

　また、歳を重ねるにつれ、自分
の立場や物事の見方も少しずつ変
わり、子どもの頃に始めたバス
ケットボールとも違った形で関わ
るようになりました。村は昔から
バスケットボールが盛んな地域で
すが、それは諸先輩方が長年積み
重ねてきたおかげです。この恵ま
れた環境を次の世代につないでい
くことの大切さを最近よく考える
ようになりました。昔は考えもし
ませんでしたが、これからもでき
る範囲で地域に関わり、少しでも
力になれたらと思っています。

次回、鈴木　静香さんに

バトンタッチ！
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き 地域で輝くヒトやモノをご紹介
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